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人口：195,488 人　2022（令和 4）年 5 月１日現在
面積：20.51 平方キロメートル
https://www.city.kodaira.tokyo.jp

小平市 人口：76,440 人　2022（令和 4）年 5 月１日現在
面積：8.15 平方キロメートル
https://www.city.kunitachi.tokyo.jp

国立市
D A T A D A T A

　

日
本
で
最
初
の
女
子
高
等
教
育
機
関
で

あ
る
官
立
の
東
京
女
子
師
範
学
校（
現
・
お

茶
の
水
女
子
大
学
の
前
身
）
が
創
設
さ
れ

た
の
は
１
８
７
５
（
明
治
８
）
年
。
そ
の
４

年
前
の
１
８
７
１（
明
治
４
）
年
に
最
初
の

官
費
女
子
留
学
生
５
人
が
ア
メ
リ
カ
に
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
１
人
が
、
津
田
塾

大
学
の
創
立
者
で
あ
る
津
田
梅
子
で
す
。

２
度
の
ア
メ
リ
カ
留
学
を
経
た
津
田
は
、

１
９
０
０（
明
治
33
）
年
に
津
田
塾
大
学
の

前
身
で
あ
る
女
子
英
学
塾
を
創
設
し
ま
し

た
。
今
年
で
１
２
２
年
目
を
迎
え
る
大
学

の
道
の
り
に
つ
い
て
、
学
長
で
あ
る
髙
橋
裕

子
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　
「
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
津
田
梅
子
は
、
広

い
視
野
を
持
っ
た
女
性
を
育
成
す
る
た
め

の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
が
日
本
に
も
必

要
だ
と
考
え
、
女
子
英
学
塾
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
創
設
に
先
立
ち
同
胞
の

女
性
が
留
学
す
る
た
め
の
奨
学
金
制
度
を

つ
く
り
、
自
分
と
同
じ
志
を
持
つ
女
性
の

支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
て
育
っ
た
後
継
者
や
支
援
者
た
ち
の
お

か
げ
で
、
本
学
は
時
代
の
変
動
期
を
乗
り

越
え
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
」

　

女
子
英
学
塾
は
少
人
数
教
育
と
高
度
な
英

語
教
育
を
軸
に
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
女
性
を

育
成
す
る
私
塾
と
な
り
、
こ
の
建
学
の
精
神

は
今
日
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
第

二
次
世
界
大
戦
時
に
は
、
敵
性
語
と
な
っ
た

英
語
教
育
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
学
校

存
続
の
た
め
の
選
択
と
し
て
数
学
、
物
理
化

学
を
学
ぶ
理
科
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
今
日
の
津
田
塾
大
学
数
学
科
、
情
報
科
学

科
へ
と
発
展
し
、
様
々
な
分
野
で
役
立
つ
数

学
的
思
考
力
や
応
用
力
を
養
い
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
情
報
社
会
に
お
い
て
女
性
が
活
躍
す
る

た
め
の
重
要
な
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
の
教
育
に
つ
い
て
髙
橋
学

長
は
、「
風
景
を
変
え
て
い
く
」こ
と
を
目
指

し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　
「
日
本
で
は
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
・

大
学
と
教
育
の
課
程
が
進
み
ま
す
が
、
そ

の
学
校
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
校
長
や
学
長
の

ほ
と
ん
ど
が
男
性
で
す
（
※
）。
す
な
わ
ち
、

多
く
の
人
が
子
ど
も
の
頃
か
ら
見
て
き
た

の
は
、
男
性
が
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
風
景
な

の
で
す
。
日
本
人
の
多
く
は
そ
の
状
況
に

慣
れ
て
い
て
違
和
感
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
自
体
を
変
え
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

津
田
塾
大
学
で
は
定
評
の
あ
る
英
語
教

育
に
加
え
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
リ
テ

ラ
シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
文
系
・
理
系
に
関
わ
ら
ず
、
数
理
や

デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
な
ど
を
適
切
に
理
解
し
活

用
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
重
要

性
を
、
髙
橋
学
長
は
感
じ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
女
性
に
特
化
し
た
学
び
の
場
の
意

義
に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
現
代
社
会
に
お
い
て
も
女
性
は
マ
ー
ジ

ナ
ル（
周
縁
）
な
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
な
か
で
女
子
大
学
で
の
４
年
間

は
、
常
に
女
性
が
中
心
に
置
か
れ
、
変
革
を

担
え
る
存
在
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え

ら
れ
ま
す
。
自
分
の
人
生
の
キ
ャ
リ
ア
を

模
索
し
は
じ
め
る
時
期
に
、
女
性
に
フ
ォ
ー

カ
ス
さ
れ
た
学
び
の
場
で
、
女
性
に
期
待
を

か
け
、
そ
の
力
を
信
じ
、
最
大
限
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
引
き
出
し
て
育
成
す
る
の
が
女

子
大
学
で
す
。
そ
れ
こ
そ
が
女
子
大
学
の

意
義
だ
と
思
い
ま
す
」

　

今
の
言
葉
で
い
え
ば
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

こ
そ
が
社
会
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
い
う

信
念
の
も
と
に
、
女
性
の
学
び
の
場
と
い
う

形
で
先
人
た
ち
が
つ
な
い
で
き
た
バ
ト
ン

が
、
今
日
に
届
い
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
ト
ン

を
絶
や
さ
ず
次
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
く
の

が
、現
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

津田塾大学
学　長　

髙橋 裕子さん

お話を伺いました

※日本の大学学長の女性比率は13～14％程度

　平成20年度文部科学省科学技術振興調整費の
女性研究者支援モデル育成事業である「世代連携・
理文融合による女性研究者支援」プログラムを推
進するため、2008（平成20）年に女性研究者支援
センターが設置されました。女性研究者を積極的
に支援しつつ、世代連携と理文融合を図りながら
次世代研究者を育成しています。

女性研究者のキャリアと次世代を担う若い女性を支援する

津田塾大学 女性研究者支援センター

大学のキャンパスは小平市津
田町と渋谷区千駄ヶ谷の2か所。小平
キャンパスの本館「ハーツホン・ホール」は
1931（昭和6）年に竣工した大学のシンボル。関東大
震災で校舎が全焼した際に津田梅子の学友が集めた募金に
よりできた建物で、東京都選定歴史的建造物に指定されている。

●研究リーダーの育成
女性研究者を代表としたプロジェクトの支援や若手
研究者の研究スタートアップ支援など
●次世代の育成
学部生や大学院生の進路に関するメンター相談受付など

●セミナー／シンポジウム／交流会など
 研究力アップやマネジメントスキル向上を目指した
企画の実施

女
性
た
ち
が
自
ら

切
り
拓
い
た
教
育
の
道

今
を
生
き
る
女
性
に

必
要
な
学
び

1 明治時代に女性の研究者に
　6歳からの約11年間をアメリカで過ご

した津田梅子。アメリカ文化のなかで初等・中等教育を
受け帰国後、再びアメリカに留学します。ブリンマー大
学で生物学を専攻した津田が1891（明治24）年に共同研究
で執筆した論文はイギリスの学術雑誌に発表されました。

2 女子留学生のための奨学金制度を設立
　2度目の渡米中に、自分に続く日本の女性のための奨
学金制度（「日本婦人米国奨学金」委員会）を設立し、ファ
ンドレイジング※を展開。1890年代から1970年代まで
に25人の女性をアメリカに送り出しました。津田の後
継者となった星野あいや恵泉女学園の創設者である河
井道などが、この奨学金で留学しています。

3  個性を大事にする女性のための私塾を創設
　高い専門性と豊かな教養を身につけたオールラウン
ドな女性の育成を目指し、あふれる情熱と使命感のも
と女子英学塾を創設。生徒一人ひとりの個性に合った
指導や教育を行い、少人数教育を推進しました。

※活動のための資金を個人、法人、政府などから集めること

新5000円札の顔！新5000円札の顔！

津田梅子の功績
女子英学塾

開校当時の津田

女性をエンパワーし
社会の変革を担う人材を
育成する学び舎




